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A. 研究目的 

医療 DX の推進に関する工程表（令和 5 年 6
月 2 日医療 DX 推進本部決定）および規制改
革実施計画（令和 5 年 6 月 16 日閣議決定）に
おいて、クラウド解析基盤である医療・介護デ
ー タ 等 解 析 基 盤 （ Healthcare Intelligence 

Cloud：HIC）を用いた NDB データの迅速提
供が進められている。しかし、プリセットデー
タが CSV 形式で提供されることやコマンドラ
イン操作が必要であることなど、ユーザビリ
ティには課題が残る。こうした中、規制改革推
進に関する中間答申（令和 6 年 12 月 25 日）
では、公的データベースの仮名化情報を安全
かつ迅速に利用できるクラウド環境の整備が
求められている。本研究では HIC における
NDB データのユーザビリティ向上を目的とし
て、①ユースケース調査、④汎用性の高いデー

研究要旨 

本研究は、医療・介護データ等解析基盤（HIC）における NDB データのユーザビリティ向上
を目的とし、諸外国の医療データ提供体制を調査し、改善提案を検討した。韓国では、NHID
や HIRA といった大規模データベースが整備され、オンサイトセンターを中心とした運用の
もと、NHID では年間約 1,000 件のデータ提供の実績がある。フィンランドでは、Findata を
通じた一元的な提供体制およびリモート解析環境が整備され、レディメイドデータセットの
提供により迅速化とコスト削減が図られている。フランスでは、Health Data Hub を介して、
レセプト等のデータベースである SNDS と希少疾患のレジストリである BNDMR の連結が
進められている。スウェーデンでは個人番号制度を基盤として、行政・医療・福祉分野のレ
ジストリが多層的に整備されている。日本の NDB においても HIC 上で多様なデータセット
提供が進む一方、研究可能性の明確化や操作性の改善が課題である。今後は海外事例を踏ま
え、データセットごとの活用可能性の整理やユーザビリティ向上を図り、医療情報の二次利
用の促進が求められる。 
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タセットの検討・具体的な仕様作成 、および⑤
利便性の高いクラウド環境の検討・提案 を行
う。本報告書では、その前提として諸外国の医
療データベースの運用状況を概説する。 

 
B. 研究方法 

NDB/HIC 解析環境の改善点、データ提供形
式、マニュアル等の在り方等について検討し、
利便性向上に資する提案を取りまとめること
を目指し、韓国・フィンランド・フランス・ス
ウェーデンにおける医療データ提供の運用状
況について、ヒアリング及び文献調査を行っ
た。 
 
C. 研究結果 
【韓国のデータベース】 
① 概要 

韓国の人口は約 5,175 万人（2024 年 7
月 1 日時点）である。出生率の低下と平均
寿命の延長に伴い、人口の高齢化が急速に
進行している。韓国の社会保険制度は、国

民健康保険（National Health Insurance）、
国民年金、雇用保険、労災保険、高齢者介
護保険の 5 つの制度から構成される。 

韓国は日本と同様に国民皆保険制度を
採用しており、国民健康保険公団（NHIS: 
National Health Insurance Service）がほぼ
全国民に医療保険を提供している。国民健
康保険制度は 1963 年の医療保険法の制定
により導入され、1989 年に全国民を対象
とする皆保険体制が達成された。その後、
2000 年には公的医療保険制度の下で単一
保険者体制が確立されるとともに、医療費
の審査・評価機能を担う健康保険審査評価
院（HIRA: Health Insurance Review and 
Assessment Service）が設立された。韓国で
は医療費の電子請求率がほぼ100％に達し
ており、医療機関から提出された医療費請
求は HIRA によって審査され、その結果が
NHIS および医療機関に通知される仕組み
となっている。1（図 1） 

 

図１．韓国における医療保険制度 
※HIRA 提供資料「HIRA のビッグデータの現状と活用」を基に改変 2 
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② 保有する医療保険関連データべース 

韓国における公的な医療データベース
としては、単一保険者である NHIS が提供
す る NHID （ Korean National Health 
Information Database）と、HIRA が提供す
る HIRA Big Data の 2 つが存在する。 

NHID には、20 年以上にわたる全国規

模の医療・健診データに加え、社会経済的
地位（SES）などの情報が個人単位、追跡
可能な形式で収載されている。また、複数
の運用システムから収集された膨大なデ
ータを統合し、研究支援、PHR サービスの
提供、医療政策立案の支援などに活用され
ている。（図 2） 

 

 
図 2. National Health Information DB (NHID)の概要 

※NHIS 提供資料「Big Data Driven Evidence Based Policymaking in the Korean Context: 
Characteristics and Cases」および「2025 National Health Insurance & Long-Term Care 
Insurance System Figure3₋6」を改変、統合１,3 

 
データは、研究者以外に、ヘルスケアプ

ラットフォーム企業や臨床研究機関を含
む民間企業に対しても提供されており、健
康管理アプリやウェブサイト、医療機器の
開発などに活用されている。データ提供件
数は年間 1,000 件以上にのぼる。また、研
究者向けには、研究テーマに応じて作成さ
れる個別化 DB と、国民健康情報データベ
ースに基づく標準化サンプルコホート DB
（3 種類）が整備されている。4 データの利
用は、サンプルコホート DB を除き、基本
的に韓国全土にある 14 カ所の分析センタ
ーで行う。 

一方、HIRA が保有するデータベースは、
全国民の診療情報を基盤とし、医療機関、
製薬企業、関連機関等から収集された診療
行為情報、医薬品情報、医療の質評価情報、
医療資源情報等を統合・整備したものであ
る。健康保険診療費請求明細書の審査件数
は、2024 年時点で約 15 億 699 万件にのぼ
る。NHID と同様に、個別化 DB に加えて
約 100 万人規模のサンプルデータ（4 種類）
が研究者向けに提供されている。データの
利用は NHID と同様に全国にある分析セ
ンターにて解析するが、一部の個別化 DB
に関しては研究者の自施設からリモート
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にて解析が可能である。(図 3) 
 

 

図 3. HIRA の構築するデータベースの概要 
※HIRA 提供資料「HIRA のビッグデータの現状と活用」を基に改変 2 

 
③ NHID と HIRA のデータの違い 

NHID と HIRA のデータベースについ
て、研究目的に応じた適用の違いを整理す
る。NHID は、死亡情報、健康診断データ、
所得情報、検査結果などの情報を含む点で
HIRA よりも多様な情報を有しており、長
期間にわたる縦断的解析が可能である。こ
のため、NHID を用いた研究報告数は
HIRA と比較して多い。4 一方、患者の長期
追跡を必要としない疾病の動向、処方傾向、

医療費に関する分析などの横断的研究で
は、HIRA データの利用が適していると考
えられる。（図 4） 

また、HIRA および NHID のデータは、
含まれる変数、分析センターへのアクセス
方法、リモート解析の可否、利用コスト、
データ提供までの期間などが異なる。その
ため、研究者は研究目的や研究実施期間を
踏まえ、適切なデータベースを選択するこ
とが重要となる。５ 
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図 4. 研究目的に応じた適切な請求データの選択 4 

 
【フィンランドのデータベース】 
① 概要 

フィンランドの人口は約 550 万人(2023
年時点)である。６1964 年には医療保険制
度の導入とともに個人識別番号制度が導
入され、1968 年までにすべての国民およ
び永住権取得者に付与された。個人識別番
号制度を基盤として、1980 年代以降、プラ
イバシー保護を前提としたレジストリ利
用に関する法制度が整備された。７2009 年
に は Finnish Institute for Health and 
Welfare（THL：フィンランド健康福祉研
究所）が設立され、保健福祉分野のレジス
トリの維持・管理を担う体制となった。8 ま
た、全国規模の電子医療記録システム
（Kanta）の構築が進められ、2010 年代に
は患者が自身の医療情報を閲覧できる My 
Kanta Pages が導入された。9 2019 年には
Act on the Secondary Use of Health and 
Social Data に基づきデータ利用許可機関
Findata が THL 内に設立され、健康・社会

データの二次利用に関する許可手続きが
一元化された。10これらの制度整備により、
フィンランドでは適切な許可手続きの下
でレジストリ等のデータを研究に利用す
ることが可能となっている。 

 
② THL（フィンランド健康福祉研究所） 

THL は、専門家、政策決定者、研究者等
と連携しながら、国民の健康、福祉および
安全に関するモニタリングおよび研究を
実施する機関である。THL は、これらの知
見に基づき、健康および福祉の向上を目的
とした施策や解決策の開発を行っている。
11 また、行政機関 Ministry of Social Affairs 
and Health (Finland)の一つとして位置づ
けられている。12 

THL は、レジストリ以外に健康・福祉に
関する質問紙のデータ、バイオバンクデー
タ、健康診断などのさまざまな健康関連デ
ータを保有している。13 

これらのデータの二次利用に関する許

43 



可 や 管 理 は 、 Findata が 担 っ て い る 。
Findata は社会・保健分野のデータ利用許
可を一元的に管理する機関であり、複数の
機関が保有するデータを研究目的で利用
する際の調整を行う役割を持つ。社会保障
や医療に関するデータは、Social Insurance 
Institution of Finland （ Kela ）、 Finnish 
Centre for Pensions、Finnish Medicines 
Agency（Fimea）等、人口基本情報は Digital 
and Population Data Services Agency や
Statistics Finland によって管理されている。
このようにフィンランドでは、複数の公的
機関が保有するデータを Findata を通じて
統合的に利用できる仕組みが整備されて
おり、連結されたデータを用いた研究が進
められている。14 

 
③ フィンデータの迅速提供の取り組み 

フィンランドでは、リモート接続経由
（Kapseli）でデータにアクセス可能である。
14 2024 年３月にヒアリング調査を行った際
は、提供するデータは個票以外に、データセ
ットとして、コロナ感染症データセットが
あった。しかし、今回のヒアリングでは、コ
ロナ感染症データセット以外にも個人の背
景情報、がん登録、医療・薬剤・福祉関連の
電子記録等を収集したレディメイドデータ
セットの提供を開始し、データ提供の迅速
化やコスト削減を図っている。15 

 
【フランスのデータベース】 
① 概要 

フランスの人口は約 6,910 万人（2026 年
1 月時点）である。16フランスの医療制度は、
公的医療保険を基盤とする国民皆保険型で
あり、Protection universelle maladie（PUMa）
により、フランスで安定的かつ適法に居住
する者または就労する者に医療費給付の権

利が保障されている。受診にあたっては 
médecin traitant（かかりつけ医）を中心とし
た受診経路が推奨されており、公的医療保
険が一定割合を償還し、残りを自己負担ま
たは補足保険で補う形をとっている。17 

 
② SNDS と HDH 

フランスでは、全国的な医療保険制度を
基盤として、Système national des données 
de santé（SNDS）が整備されている。18 こ
れは SNIIRAM をもとに、全国民をほぼカ
バーする匿名化された医療行政データ基盤
で、日本の NDB に類似している。SNDS 
には、医療保険の保険償還データ、入院デ
ータ（PMSI）、死亡関連データ
（CepiDC）、補完保険データ、障害関連デ
ータ（CNSA）などが含まれており、臨床
研究や政策評価等への活用が進められてい
る。一方で、その利用は厳格な法的枠組み
の下で管理されており、定められた手続に
従ってアクセスが認められる。利用できる
データの粒度としては、SNDS には日付情
報が含まれるが、研究者等へデータ提供す
る場合は年月のみに絞られる。生年月日に
ついても同様であるが、2 歳未満の乳幼児
の場合に限り、生年月日の提供が許可され
ている。また、居住地情報は県（デパルト
マン）単位で提供される。SNDS の利用は
学術目的では原則無料である。 

SNDS の分析を補完するデータベースの
１つとして BNDMR（Banque Nationale de 
Données Maladies Rares；フランス国立希
少疾患データバンク）がある。BNDMR
は、難病・希少疾患政策の中核を担うデー
タ基盤であり、フランスの希少疾患患者デ
ータを全国規模で収集・統合するレジスト
リ型の国家データベースである。BNDMR
には SNDS では把握しにくい医療行政的・
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臨床的情報を含んでいる。具体的には、最
初の症状が現れた年齢や診断時年齢などの
診断過程に関する情報、Orpha コードによ
る確定診断情報、出身地や人種に関する情
報、出生前診断を含むゲノム情報も含まれ
る。 

そして Health Data Hub（HDH）が
SNDS と BNDMR を連結する仕組みとして
構築が進められている。 

 
【スウェーデンのデータベース】 

スウェーデンの人口は約 1,059 万人（2024
年時点）である。19 スウェーデンでは、住民
登録された者に対して personal identity 
number（個人番号）が付与され、当該番号
は生涯を通じて用いられる識別子となって
いる。個人番号は行政機関や民間事業者と
のやり取りに広く用いられ、人口レジスト
リを通じて各種行政情報の基盤となってい
る。20 
保健医療・福祉分野では、National Board of 

Health and Welfare（Socialstyrelsen）が中央行
政機関として広範な役割を担っており、患者
レジストリ、がんレジストリ、死亡原因レジス
トリ、処方薬レジストリ、出生レジストリ等の
全国レジストリを管理している。加えて、スウ
ェーデンでは National Quality Registries と
呼ばれる疾患別レジストリ群が整備されてお
り、患者の病状、医療介入、治療後の転帰に関
する個別データが日常診療の中で収集されて
いる。21 

研究利用に当たっては、Swedish Ethical 
Review Authority による倫理審査が重要な前
提となる。同機関は、人を対象とする研究や生
体試料、要配慮個人情報を含む研究について
倫理審査を行う政府機関であり、スウェーデ
ンにおけるレジストリ研究の基本的なガバナ
ンスを担っている。 

データは媒体提供とリモート上での提供の
２パターンがある。研究機関の分析インフラ
ストラクチャーがない場合も、MOVA 上でリ
モートアクセス環境を通じてデータ解析を行
うことができる。 
 
D. 考察 

本研究では諸外国のデータ収集・利活用状
況を調査した。 

韓国におけるデータ提供の特徴は、NDB と
比較して、検査値等の情報を収集している点
（NHID）、オンサイト形式の解析環境にて運
用している点、年間約 1,000 件程度のデータ提
供実績がある点などが挙げられる。一方、NDB
では、通年パネルデータセット等の多様なデ
ータセットを HIC 上で提供するなど、迅速な
データ提供に向けた取組が進められている。
しかし、これらのデータセットを用いてどの
ような研究が実施可能であるかについては、
必ずしも明確ではない。そのため、今後は文献
4 に示されているような形式で、各データセッ
トに応じた研究の実現可能性を整理・提示す
ることが必要かもしれない。 

フィンランドの Findata においても、コスト
削減や迅速提供を目的としてレディメイドデ
ータセットの提供が開始されており、この点
は NDB の取組と類似している。一方で、NDB
においては、コスト低減への寄与は限定的で
あると考えられる。 

フランスでは文献調査や BNDMR にヒアリ
ングを行った結果を報告したが、SNDS や
HDH やそれぞれのユーザーに直接ヒアリン
グを行うことでより理解が深まると考えられ
る。 

スウェーデンでは個人番号制度を基盤とし
て、行政・医療・福祉分野のレジストリが多層
的に整備されており、適切な倫理審査と安全
管理の下で、これらのデータを研究や医療の
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質改善に活用することが可能となっている。 
日本におけるオンサイトリサーチセンター

や全量 NDB のように、全データを研究者自身
が直接触る仕組みは確認できなかった。 

利便性の高いクラウド環境の整備と安全性
の確保は相反すると言われているが、各国同
じ悩みを抱えていた。 

来年度、これらの結果と追加調査・ヒアリン
グを踏まえ、NDB/HIC 解析環境の改善点やデ
ータ提供形式、マニュアル等の在り方等につ
いて検討し、利便性向上に資する提案の取り
まとめを目指す。 

 
E. 結論 

HIC を活用した多様なデータセットの提供
等は、迅速なデータ提供や利便性向上に対す
る重要な取組である。一方で、データセットご
との研究可能性の整理や、利用者の視点に立
ったユーザビリティ向上が課題として残され
ている。本研究で得られた海外の知見を踏ま
え、NDB の利活用を一層促進するための方策
を検討する必要がある。 
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